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つ
い
て
議
論
す
る
「
教
育
国

会
」
と
す
る
た
め
に
、
積
極
的

に
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。 

 

前
回
の
衆
議
院
選
挙
で
は
、

市
民
連
合
と
野
党
共
闘
の
中
で

「
憲
法
に
基
づ
く
政
治
」
「
格
差

貧
困
の
解
消
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
実
現
」
が
合
意
さ
れ
、
こ

の
土
台
を
作
っ
た
の
は
市
民
団

体
や
労
働
組
合
の
た
た
か
い
に

よ
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
土
台

は
今
も
生
き
て
い
て
、
新
た
な

発
展
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

教
育
予
算
の
拡
大
は
大
き
な

世
論
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
ど
の

政
党
も
触
れ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
要

求
し
て
い
る
政
党
を
選
び
た
い

も
の
で
す
。 

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
・
大
企

活 動 予 定 

 

◎10月 16日

（水 ） 、 21 日

（月）：実習教員

部採用試験対

策講座（教育会

館） 

 

◎10月 26日

（土）：第 729

回中央委員会

（教育会館） 

 

◎10月 31 日

（木）：県教委交

渉（市町会館） 

 

◎11 月 2 日

（土）3 日（日）：

全国女性教職

員学習交流集

会（愛知県） 

 

今
回
の
衆
議
院
選
挙
は
、
戦

争
で
き
る
国
づ
く
り
を
す
す
め

る
政
治
や
教
育
に
予
算
を
費
や

さ
な
い
政
治
の
転
換
を
は
か
る

好
機
で
あ
る
と
と
も
に
、
来
年

１
月
か
ら
の
国
会
に
提
出
さ
れ

る
予
定
の
中
教
審
答
申
を
受
け

て
の
給
特
法
改
定
案
を
審
議
す

る
議
員
を
選
出
す
る
選
挙
で
も

あ
り
ま
す
。 

来
年
１
月
か
ら
の
通
常
国
会

を
、
中
教
審
答
申
の
具
体
化
で

は
な
く
、
そ
の
問
題
点
と
危
険

性
を
明
ら
か
に
し
て
、
こ
の
ま

ま
で
は
学
校
が
も
た
な
い
危
機

を
打
開
す
る
具
体
的
な
施
策
に

業
優
遇
、
軍
事
費
大
幅
増
の
政

治
を
転
換
し
、
教
育
予
算
を
増

や
す
政
治
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、
そ
の
主
張
を
す
る
候
補
者

や
政
党
を
選
択
し
、
有
権
者
が

も
つ
力
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。 

「
自
分
の
職
場
は
投
票
率
１
０

０
％
」
と
い
っ
た
動
き
を
創
り

出
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
自
分

の
要
求
を
自
分
の
言
葉
で
語

り
、
参
政
権
を
行
使
す
る
こ
と

呼
び
か
け
ま
す
。 

政
治
の
原
点
は
、
私
た
ち
の
声 

10 月 5 日、佐賀駅南口で教育全国署名

の宣伝行動をおこないました。 
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が
多
く
、
正
式
な
文
書
も
な
く

派
遣
依
頼
を
さ
れ
る
。
学
校
を

置
き
去
り
に
し
た
状
態
。
国
ス

ポ
・
全
障
ス
ポ
は
廃
止
に
し
た

方
が
学
校
と
し
て
は
健
全
な
教

育
が
で
き
る
。 

●
補
助
員
の
派
遣
に
つ
い
て
学

校
に
丸
投
げ
。
指
導
も
出
欠
確

認
も
学
校
が
や
る
の
が
当
然
と

い
う
感
じ
。
こ
れ
が
学
校
の
業

務
な
の
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

主
催
者
が
集
め
て
指
導
を
す
べ

き
。 

●
全
国
大
会
規
模
の
催
し
物
を

県
単
独
で
開
催
す
る
の
を
今
後

す
べ
て
や
め
て
ほ
し
い
。 

●
学
校
運
営
上
、
生
徒
派
遣
が

多
す
ぎ
て
困
っ
て
い
る
。 

●
生
徒
・
教
員
と
も
に
動
員
が
多

い
。 

●
放
課
後
や
休
日
の
時
間
に
制
約

が
出
て
い
る
。 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
あ
て
に
し
す

ぎ
て
い
る
と
感
じ
る
。 

●
出
張
扱
い
に
な
っ
て
も
授
業
が

あ
る
日
に
代
休
は
取
り
に
く
い
。 

●
平
日
に
練
習
会
場
の
担
当
と
な

っ
た
が
、
授
業
が
あ
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
生
徒
を
補
助
員

と
し
て
使
っ
て
い
る
。
国
ス
ポ
以

外
は
生
徒
補
助
員
は
い
な
い
。 

●
協
会
が
勝
手
に
す
す
め
る
こ
と

●
１
０
時
間
従
事
し
て
７
時
間

４
５
分
の
振
休
は
お
か
し
く
な

い
で
す
か
。 

●
国
ス
ポ
の
影
響
で
学
校
運

営
、
行
事
、
授
業
に
対
す
る
し

わ
寄
せ
が
多
す
ぎ
る
。 

●
長
期
に
及
ぶ
国
ス
ポ
関
連
の

出
張
と
な
っ
て
い
る
職
員
が
多

数
い
る
。
教
育
現
場
に
大
き
な

支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
。 

●
働
き
方
改
革
は
名
ば
か
り
。

業
務
は
減
ら
な
い
中
、
人
出
は

不
足
し
て
い
る
。
「
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
」
を
進
め
な
さ
い

と
い
う
課
題
に
振
り
回
さ
れ
て

い
る
感
じ
。 

●
ク
ー
ラ
ー
の
入
っ
て
い
な
い

実
習
棟
で
の
実
習
は
職
員
も
生

徒
も
大
変
き
つ
い
。 

●
教
員
の
欠
員
が
続
い
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
や
Ｓ
Ｃ
の

常
勤
配
置
を
。 

●
校
舎
の
老
朽
化
（
複
数
回

答
）
。
外
壁
の
損
傷
、
水
道
管

教
職
員
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
の
と
り
く
み 

部
活
動
指
導
、 

国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ 

９
月
30
日
締
め
切
り
で
取
り
組
ん
だ
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
に
多
数
の
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
回
答
さ
れ
た
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
県
教
委
交
渉
に
お
い
て
現
場

の
声
を
と
ど
け
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
共
済
加
入
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
は
改
め
て
ま
と
め
と
報
告
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
ま
す
。 

職
場
の
実
態
、
要
求 

の
漏
水
、
排
水
口
の
つ
ま
り
。

ト
イ
レ
の
改
修
は
優
先
的
に
お

こ
な
う
べ
き
だ
。 

●
ク
ー
ラ
ー
が
デ
マ
ン
ド
を
超

え
て
切
れ
て
し
ま
う
。 

●
空
調
の
温
度
設
定
が
高
く
て

教
室
が
涼
し
く
な
ら
な
い
。
教

室
で
熱
中
症
が
出
て
し
ま
い
そ

う
だ
。 

●
部
活
、
資
格
取
得
の
補
習
、

授
業
の
教
材
な
ど
、
経
済
的
に

も
教
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
甘

え
て
い
る
。 

●
人
事
評
価
制
度
の
透
明
性
。

校
長
評
価
と
最
終
的
な
評
価
の

違
い
が
何
期
も
続
い
た
。 

●
職
員
が
毎
年
足
り
な
い
中
で

授
業
や
学
校
運
営
を
や
っ
て
い

る
。
な
か
な
か
組
織
的
な
対
応

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

県教委交渉に 

参加しよう 
 

１回目１０月３１日（木） 
13:30集合 14:00開始 
 

２回目１１月１３日（水） 
9:30集合 10:00開始 

 

場所 「市町教育会館」 

参加は職免扱いになります 
分会に案内状を送付しています 

要
求
の
声
を
あ
げ
て
、
改
善
に
結
び
つ
け
よ
う 
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斉加尚代さんの講演は大好評で、見逃し配信を希望される声が全国から寄せられています。 

下記の URL で斉加尚代講演部分を字幕入りで作り直したものを見ることができます。 

○ 配信 URL（YouTube）（2 次元コードは右です）       

 https://youtu.be/_DxBVb4VNd4?si=KOhRBbiKeUYATMfw 

○ 配信期間  11 月 30 日（土）24:00 まで 

「全教ニューウェーブ～なかまづくり・職場づくり全国交流集会」 参加報告 

 中原特別支援学校 平野 晶子  
  

９月 14 日(土)、15 日(日)、全教文化会館での「なかまづくり全国集会」に、オンラインで参

加しました。Zoom がうまく接続するか緊張しつつ、14 日 10:00 から受付し、11:00 から全体

会を視聴しました。他労組の拡大の取り組み、各組織の職場を基礎にした拡大の取り組みにつ

いて話があり、中でもレイバーノーツというアメリカの労働者の祭典に全教から参加された方

の報告が新鮮でした。14 日 15:00～17:00、15 日 9:30～12:00 にはオンライン参加者は２つの

班に分かれ、私の班は、まず大阪の私学教組、京都教組の取り組みが紹介されました。私学教

組の先生の、「まずは職場で頼られる存在になり、皆と話しやすい雰囲気をつくる」「はっきり

断られるまできちんと誘う」などのアプローチの仕方や、京都教組の先生の、毎週教科の学習

会、年１回の平和研修、年１回のブックフェアの開催など、信念を持って素晴らしい取り組み

をされている様子に大いに刺激を受け、元気をもらった二日間でした。 

☆全体会の様子は新聞全教 10 月号に掲載してありますのでご覧ください。   

教育のつどい（2024 年 8 月 大阪） 

記念講演 斉加尚代さん（映画「教育と愛国」監督） 

記念講演の見逃し配信 決定！ 

日時 11 月 23 日(土)13：30～17：00,24 日(日) 9:30～12：00 

開催地 山口県教育会館（山口県山口市大手町 2-18） 

全国教職員学習交流集会 in山口 

23日（土）全体会 13：30～ ※オンライン併用（ID、パスコードはお問合せ下さい） 

講演 14：00～ 講師 遠藤まめたさん「性の多様性/LGBTQと子どもたち」 

分科会 16：00 ※オンラインはありません 

A：学ぶ権利の保障・民主的な学校・教育課程づくり B：教職員の生活と権利 

C：憲法・平和・核廃絶と教育 D：職場づくり・なかまづくりと組合の役割 

基礎講座：組合入門（講師 関野秀明さん｟下関市立大学教授｠） 

24日（日）分科会 9：30～12：00 ※A～D は１日目と同じテーマ 

基礎講座：「一冊の本に出会う」（講師 横山眞佐子さん） 

参加は事前申込制です。参加旅費等を補助します。10月末日までに佐高教組へ連絡をお願いします。 

参加募集！ 

https://youtu.be/_DxBVb4VNd4?si=KOhRBbiKeUYATMfw
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職場で共済の説明が必要でしたら対応します。 

ご不明な点はお問い合わせください 

共済直通（0952） 30-0885 【担当：古川】 

この機会に自動車保険の見直しを是非ともご検討ください。 

自動車共済にご加入なら生涯団体割引あります。 

自動車保険のことなら下記代理店にご問い合わせを！ 

佐高教自動車共済 
 

[鳥栖・佐城地区]ライフネクスト  

(0952-28-7131) 

・担当：井上・池田・ 

立石・橋間 

 

[唐津･伊万里地区]ライフマスター 

(0955-77-4731) 

・担当：松岡・大塚・ 

早田 

生命共済「人間ドック補助」の申請 

お忘れではありませんか!? 

満 60 歳の 4月 1日以降に人間ドックを受けて 

自己負担があった場合は対象となります。 

『全教共済秋募集』 『年金共済』 

募集チラシを配布しています 

雑誌『クレスコ』10月号 
 

特集『教職員の長時間労働と「中教審答申」を問う』 
☆徹底批判・中教審答申 

☆義務標準法「乗ずる数」改善でせんせいふやそう 

☆時間外「在校等時間」の問題点を法的観点から考える 

☆主任教諭導入で仕事は減らず賃金は減る 

☆過労と健康と人権 

☆笑顔で新年度の子どもたちを迎えるために 

☆教職員の声でていねいな業務削減を実現 

☆せんせいの多忙化は教員だけでなく国全体の問題 
 

連載も充実しています 

◆子どもも大人も電子スクリーン症候群⑥ 

◆やさしい労働安全衛生のはなし④ など 

 

個人購読をおすすめします。佐高教組へご連絡ください。 

 
佐賀高教組 70周年記念行事 

 

第 1部 『教育講演会』  
『子どもの権利条約が生きる子ども観、指導観 

～対話的・共感的な関わりを～』 

講師 春日井 敏之さん（立命館大学大学院教授） 

（臨床教育学、教育相談論が専門） 

日時 11月 17日（日）14：00～16：00 

場所 佐賀県教育会館 ２階大会議室 

 

第２部 『レセプション』  
日時 １１月１７日（日）１８：００より 

場所 四季彩ホテル千代田館 

会費 2,000円 

 （レセプションの参加締め切りは 10月 30日です） 

「静的ストレッチの効果」 
今回の特集では、「安全運転を続けていくために疲労を解消し心身

の調子を、整えること」について考えたいと思います。 

*右記ライフネクスト HPの「１０月交通安全 NEWS」にて

「疲労の原因となる自律神経の乱れ」と「副交感神経の働

きを活発にする静的ストレッチ」の詳細を記載させて頂い

ております。 

（本キャラクターは損保ジャパン

の公式マスコットです。） 


